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株式会社中原光電子研究所

脳深部のਆࡉܦ๔を௚接、電気や光、ༀࡎで刺激すること
により、͏ͭපやパーキンソンප、てΜ͔Μ等の原Ҽ究明とそ
の࣏療͕期଴される脳ਆܦ深部刺激用電極。

現在、脳ਆܦへの電気刺激には金属電極をຒめ込Μͩガラ
ス電極、光ֶ的ͳ刺激には光ファイバ、試ༀ注入にはプラス
ティックチューブとそれͧれ単機能のプローブ（ૠ入਑）͕用
いΒれている。このため同一ਆܦの同͡場所にこれΒ複਺の刺
激を༩えることや、同࣌·たはप期的に複਺の刺激を加えたり
することはࠔ難で͋ͬた。·た、ࠃ内に͋るこれΒの電極の΄
とΜͲは֎ࠃ製で͋る。さΒに、それͧれの研究者͕ཁٻする
仕༷͕͋り、これをશてຬたす電極の入手΋難し͘ 、研究機
関等では֤छの刺激を̍ຊでߦえるࠃ産の電極の開発͕強͘
๬·れていた。

༷ʑͳ෼໺向けに高精度ੴӳガラス؅製品の製造を手͕け
る౰ࣾは、東北大ֶ医ֶ部のґཔを受け、電気刺激電極と光
刺激電極を̍ ຊの電極としたハイブリッド電極の開発にண手し
た。平成 23 ೥度ઓ略的基൫技術高度化ࢧԉ事業として、ެ
ӹஂࡒ法ਓいΘて産業ৼ興センターとのҕୗܖ約による「ඍ
加工技術の開発による医療用ଟ機能ガラス電࡟高精度੾・ࡉ
極の実現」（平成 25 ೥にҕୗܖ約はऴྃ）の研究成Ռを基に、
Ҿきଓきຊ事業によりハイブリッド電極の製品化を目ࢦすこと
とした。

1. 実施した経緯 2. 実施した内容

ハイブリッド電極の製作法は、฼材とͳる௕さ 2��NN、
௚径 5�NN のੴӳガラスに௒Ի波ドリルで複਺の݀を開け、
これを電気࿍内の೤加工により、௚径̎NN のガラス؅とする
ためҾきԆ͹す。これにタングステンの金属ࡉઢをૠ入し、࠶
度レーβーにより加೤し、ガラス؅と一体化させͳ͕Β、さΒ
に௚径 ��3NN のガラス؅とͳるよ͏ ҾきԆ͹し加工を͏ߦ。

た՝୊は、௚径͕ͬڍͣ· 5�NN ͔Β̎NN ·でҾきԆ
͹すࡍに出དྷるキϟピラリー（ガラスໟ؅ࡉ）の࿪みで͋ͬた。
࿪み͕͋ると金属ࡉઢのૠ入͕ࠔ難にͳる΄͔、一体化ޙの
密ண性に΋໰୊͕生͡るため、真ԁ状態を保ͬた··ҾきԆ
͹す方法を検౼した。

この՝୊ղܾのため、฼材の೺持部に常に中৺を保ͭこと
のできるඍ動機構を持ͬたチϟック（࣏具）を装ணし、ҾきԆ
͹し部෼のԹ度෼෍͕均一にͳるよ͏ 改善をࢪすとと΋にガラ
ス؅の構造΋ݟ௚した。

次に取り組Μͩの͕、金属ࡉઢとガラス؅を密ணさせͳ͕
Β、௚径̎NN ͔Β��3NN にҾきԆ͹すࡍにできるガラス؅
の֎径͕ม動することのղܾで͋ͬた。この֎径ม動͕起きる
大きͳཁҼは、ҾきԆ͹す速度͕一定しͳいために起きること
͕Θ͔り、ҾきԆ͹し速度の҆定化͕ඞཁで͋ると൑明。この
ため、ҾきԆ͹し速度を自動制御するソフトウェアと機器をಠ
自に開発するとと΋に、断面੾断機（ワイヤーソー）を新たに
導入し、ҾきԆ͹したガラス؅の断面を࡯؍しͳ͕Β、その݁

੒Ռ
光損失が極めて少なく、外国製品に
比べ低コストで製造できる、光・電気
ハイブリッドガラス電極の製作に成功。
石英ガラス管の歩留まりの向上に向け、
引き続き研究を続けている。

Ңܦ
東北大学医学部の依頼を受け、
電気刺激と光刺激を同一の電極
で行うことができる、脳深部刺激
用のハイブリッド電極の開発、製
造に取り組む。

಺༰ࢪ࣮
石英ガラスと金属細線との一体化の研究
開発を行い、最終的には金属電極、光ファ
イバ、薬物流入路を一体化した電極を目
指し、脳深部刺激用の光・電気ハイブリッ
ドガラス電極を開発した。
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3. 取り組みの成果

4. 今後の取り組み

ຊ事業により׬成した脳深部刺激用光・電気ハイブリッド
電極の試作品は、世界的にݟて΋画期的ͳ性能を持ͭ製品で
͋る。

製のハイブリッド電極はଘ在する΋ࠃ֎した機能を持ͭࣅྨ

௚面する՝୊は、ガラス؅のาཹ·りの向上で͋る。าཹ
·りのѱさは、௚径̎NN のガラス؅を、ガラスと金属を一体
化させͳ͕Β��3NN にҾきԆ͹すࡍの೤Թ度෼෍の不均一
性に͋ること͕Θ͔ͬており、そのղܾに向けて検౼と試作͕
ҾきଓきߦΘれている。

౰ࣾは、「量産化΋ؚめこの技術の確立͕౰面の՝୊で͋る。
কདྷ的には、研究内容に合Θせたオーダーメイドのハイブリッ
ド電極を手͕けΒれるよ͏にͳることを目ඪ」としている。ࢲ
たͪの݈߁や QOL（生活の࣭）に大き͘ 関Θͬて る͘で͋Ζ
͏世界的ͳ研究に、岩手発の技術でݙߩしたい。

医療、バイオテクノロジー、分析、光通信及び半
導体産業等向けの高精度石英ガラス管等の製造・
販売

ՌをҾきԆ͹し速度にフィードバックしͳ͕Β֤छ調整をͬߦ
た。その݁Ռ、これ·で �25Жͩͬたม動஋を ���ЖҎԼ·
で縮小すること͕できた。

·た大きͳ՝୊として、௚径̎NN のガラス؅に光ファイバ
を入れ、一ॹに೤加工しͳ͕ΒҾきԆ͹して作ͬたガラス؅で
は、ガラス؅のネックダウン部（̎NN ͔Β��3NN に๰਴型
にࡉ ͳͬ͘ている部෼）で光͕൓ࣹし、先端·で光͕ಧ͔ͳい
とい͏໰୊΋み͔ͭͬた。

この఺は、光ファイバをガラス؅に通し、一ॹに೤でҾきԆ
͹しするのではͳ͘ 、真ԁのガラス฼材の端に൒ԁ形の溝をࢪ
し、ガラス؅を ��3NN にҾきԆ͹したޙに、この溝に光ファ
イバをはめ込Ή構造にすることでղܾできた。ガラス؅と一ॹ
に೤によりҾきԆ͹した場合、光͕ガラス؅の先端·で΄とΜ
Ͳಧ͔ͳいのに対し、新構造では ���ˋۙい光͕౸ୡするよ
͏にͳり、光・電気ハイブリッド電極を׬成させた。

最ऴ的には、電気を఻えるためのタングステン電極̑ຊと、
ༀӷを入れるためのྲྀ࿏̍ຊ、光ファイバをはめ込Ή溝を̍ ͭ
備えた、新たͳ構造のハイブリッドガラス؅電極を実現した。

のの、高ֹͳ上に光ଛࣦ͕大き͘ 、ૉ材͕ߗいため折れたり
する໰୊΋͋ͬた。試作品は現࣌఺で量産にはͬࢸていͳい
͕、量産とͳͬた場合は、֎ࠃ製のハイブリッド電極にൺ΂低
価格、͔ͭ性能の高い製品を提ڙすること͕Մ能とͳる。

現在、ハイブリッド電極はラットやサルを使ͬた基ૅ研究ஈ
֊で͋るため、૝定されるϢーβーは研究機関にݶΒれる。し
͔し、ハイブリッド電極を使用した研究をͬߦている機関はࠃ
内֎合Θせ ���カ所Ҏ上͋り、市場ن໛はܾして小さい΋の
ではͳ ध͘ཁ΋ଟいと૝定されている。·た高精度ͳ金属とガ
ラスの一体化技術は、脳ਆܦ刺激用電極のみͳΒ༷ͣʑͳ෼
໺への応用΋Մ能で͋り、量産化の実現͕大いに期଴されて
いる。

（上）従来の一体化の方法では、ネックダウン部で光が反射し先端
まで届かない。

（下）延伸後に光ファイバをはめ込む新構造では、ほぼ 100％の光
を到達させることが可能に。

複数の鏡を使ってレーザーを１点に集め、
その熱でガラス管を延伸する。

直径２mm段階の、新構造のハイブリッ
ド電極の断面図。この後タングステンを
挿入し 0.3mmまで引き延ばす。

代表取締役社長の中原基博さん。

医療・バイオ

�� ��




